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1／9工事申告の入力(公共施設・災害拠点以外)

◆工事申告は書類名称：B100_V2H充放電設備等設置工事申告の作成ボタンより申告できます。

◆作成ボタンを押すためには以下の２書類が登録済となっている必要があります。
【1700：会社別見積書一覧、3000：Ｖ２Ｈ充電設備情報】

2項目の状態が“登録済”となっ
ている事を確認してください。

実際の画面：1

作成ボタンを押す。

チェック
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◆工事申告（公共施設・災害拠点以外用）の画面構成になります。

工事申告
工事内容の選択と工事費（材工込）の金額を入力します。
工事の補助金申請額の算定に使用されます。

入力額の確認
入力金額の情報を取得して表示しています。
・【1700：会社別見積書一覧】で入力した総額
・【3000:V2H充放電設備情報】で入力した購入価格の総額
・本画面で入力した工事費（材工込）の合計

工事要件
誓約項目になります。

設置工事補助金申請額の算定
確定成功後に各算定結果が表示されます。
工事補助申請額（工事の補助金交付額の目安）の確認ができます。

メッセージ表示領域
一時保存または確定ボタン押下時にメッセージが表示されます。

工事申告の入力(公共施設・災害拠点以外)
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工事No1,2の工事費の合計
を入力

◆工事申告の入力の流れ 全体

工事申告の入力について

工事Ｎｏ1～Ｎｏ.6の工事項目について選択を行い工事費（材
工込）を入力してください。

工事項目の選択
No.1～No5については有無のいずれか必須
No6については離島に該当する場合のみ該当を選択。それ以
外は否を選択してください。

工事費（材工込）について
工事Ｎｏ1と工事Ｎｏ2で1つの工事費（材工込）の入力項目と
なります。

V2H充放電設備の本体付属品、オプション品について
クリックしますとセンターホームページの掲載表が確認できます

工事申告の入力(公共施設・災害拠点以外)
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◆工事申告の入力の流れ （工事要件、一時保存）

工事要件＿誓約チェック

工事要件欄の内容をよく読み誓約にチェックをしてください。

入力額の確認をする

⑤他の工事額がマイナスの値になっていないことを確
認します。
※マイナスの場合は確定できません。
工事費（材工込）の入力を見直してください。

工事費（材工込）を見直してもマイナスになってしまう
場合は7ページを参照してください。

一時保存ボタンを押す

画面下部の『一時保存』を押してください。

画面上部のメッセージ欄に『一時保存しました。』と表示されます。

工事申告の入力(公共施設・災害拠点以外)
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◆工事申告の入力の流れ（確定）

4ページの⑤他の工事額がマイナスでないことを確認後、確定ボ
タンを押します。

確定成功
画面上部のメッセージ欄に『確定しました。』と表示されます。

算定について
確定成功後、工事の補助金交付額の目安が確認できます。
ア.は工事項目の選択により算定した額
イ.は本画面で入力した工事費（材工込）の合計額
ウ.は補助金交付上限額
エ.が工事の補助金交付額の目安になります。
※補助金交付額はセンターの審査により決定します。
以上で工事申告の入力は終わりになります。

確定成功：画面上部に青文字で「確定しました。」と表示されます。

確定失敗：画面上部に赤文字でエラー内容が表示されます。
※エラーメッセージが表示された場合データの登録が行われません

確定失敗
画面上部に赤文字でエラーメッセージが表示されます。表示さ
れた内容に従い対応してください。
※エラーが表示された状態で戻るボタンを押すと入力データは
無効となります。

工事申告の入力(公共施設・災害拠点以外)
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◆「⑤他の工事額」がマイナスになる場合の対応について＿工事申告の工事費

「⑤他の工事額」がマイナスになってしまう場合
 以下3つの入力金額の確認をしてください。

・工事費（材工込）の入力金額の確認
・上記対応で解消しない場合は3000：V2H充放電設備情報（7ページ）
・上記対応で解消しない場合は1700：会社別見積書一覧（8ページ）

工事費（材工込）の入力金額の確認
工事費（材工込）に入力した金額が③工事見積総額より大きくなっています。
工事費（材工込）の入力金額を確認してください。

工事費に誤りがない場合は7ページ（3000：V2H充放電設備情報）の確認を
してください。

工事申告の入力(公共施設・災害拠点以外)
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◆「⑤他の工事額」がマイナスになる場合の対応について 3000：V2H充放電設備情報

3000：V2H充放電設備情報の確認方法

1.画面左下の『戻る』ボタンより書類一覧に戻る
2.3000：V2H充放電設備情報の作成ボタン
3.入力した値を確認
4.誤りがある場合は修正し確定

工事申告に戻り、一時保存を押してマイナス値となら
ないことを確認してください。

3000：V2H充放電設備情報に誤りがない場合は8
ページを確認してください。

工事申告の入力(公共施設・災害拠点以外)
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◆ 「⑤他の工事額」がマイナスになる場合の対応について 1700：会社別見積書一覧

⑤

1700：会社別見積書一覧の確認

1.1700：会社別見積書一覧の作成ボタン
2.入力した値を確認
3.誤りがある場合は修正し確定
※3000：V2H充放電設備情報が削除されます。

4.3000：V2H充放電設備情報を再入力し確定

工事申告に戻り、一時保存を押してマイナス値と
ならないことを確認してください。

工事申告の入力(公共施設・災害拠点以外)
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確定時のエラーについて
確定ボタン押下時にエラーチェックが行われます。
エラーの場合はメッセージの表示領域にメッセージが表示され該当項目が赤枠などで強調されます。

工事費(材工込)の入力がない 

工事項目の選択と工事費（材工込）に矛盾がある 

「⑤他の工事額」がマイナスとなっている

エラーメッセージ例

工事申告の入力(公共施設・災害拠点以外)

工事項目の選択欄にチェックがない
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